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「太陽」が洗い・「水」で流す

これからの塗装は環境 0人にも優しく0綺麗が長持ち

I Pf Sf - l-tz-/r-fff$t+)J
当社はブルネイ大学との共同研究で実験を重ね、既存の光触媒コーティング剤の

技術をベースに、より高性能な世界初のコーテイング剤の開発に成功しました。

防カビ(水中でも適応可能)・ 殺菌
。抗ウィルスなどの作用が従来製品より飛躍的に

向上し、尚且つ非常に優れた耐候性を持つた長期持続可能なコーテイング剤です。

踵鋏PfSコートのメカニズム
酸素と水が反応して水膜を

作り、汚れの付着を防ぐ過酸化水素  酸化チタン

銅粉

`````

光

罐 鑽

躙 は 不 讐 讐

醸 屏 吝 中

酸化チタン>光と反応し、汚れを浄化
銅 >抗菌効果あり
過酸化水素>環境に優しい漂白剤

銅イオンを発生し、有害な

ウィルスやバイ菌は死滅。

雨や水の作用で、ほこりや

汚れが洗い落とされる。

「セルフクリーニング効果」
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瘍 抗ウイルス・抗菌
0防臭効果

光触媒の独自の配合によつて、

様々なウイルス・有害な菌・悪臭の原因を分解

※オミクロン変異株への有効性も確認されました。

施工が簡単 :

特別な道具は必要なし!

一般の塗装工具で施工可能
公的機関 (高分子試験

。評価センター)
による試験で「PfSコート」の生成膜は

一般的に販売され

ている食品の包装に

用いられるのと同

レベルの安全性が

証明されています。

蟷

刷毛や□―ラーの他、

スプレーガン等でも

塗布可能

▲

∪

‐`′■.

~~¬

高分子試験・評価センターによる>
高い安全性を示す証明書

．．一一一一一一一一一一一鰈
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防カビ・防藻効果

耐水性がある為、雨晒しでも使用可能

屋外の湿地帯や、室内では水回りなどの藻の生え

やすい環境で、藻やカビの生育を強く抑制します。
PfSを塗布なし PfSを塗布あり

藤一一一一一一一一一一一厩一一一一̈一一一」一一一一．．
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長期的な耐候性

最新の高促進耐候試験
※などを実施し

20年超の長期耐候性に相当します

※[高促進耐候試験]とは

太陽光・温度。湿度などの屋内外の条件を人工的に

再現し製品や材料の劣化を促進させる試験です。

セルフクリーニング

高い光触媒効果で"汚れ"を防ぐ

イオンと光触媒の効果で静電気の発生を

防止 (防塵 )し、その結果チリ・ホコリ等が

付着しにくくなり、汚れを防ざます。

高促進耐候試験

光
触
媒
槽

活性酸素

・…>
.…>      光

: <■■
チリ・ホコリ

餞鶉1高い安全性
:  徹底した安全性への配慮

〓
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輻 PfSコートとその他の性能比較
衛生管理関連の性能比較

△ ×
×

揮発性あり

△

効かない場合がある

×

揮発性あり

◎ ◎ △ ◎ △

× ―△

光触媒単体では
効果が低い

◎

△

開示なし

△

光触媒単体では
効果が低い

つ

開示なし

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

B
市販防カビ剤

圧倒的に少ない! 1//

C
PfSコート
(30g/請塗布)

黒カビ菌の培養実験

> >A[無処理]/B[市販防カビ剤]/C IPfSコ ート]
3つの各シヤーレに黒カビ菌 (クラドスポリウム
混合菌)を同じ条件下(恒温器で28度,72時間)
で放置した結果。 >>>>>>>>>>>>>>

A
無処理

外装関連の性能比較

素材別の塗布効果の実験
内外装のあらゆる素材・場面でカビを抑える機能を

即時&長期間発揮します!

△ △ × △
◎

データ開示なし

◎ ○ X ○ ○

○ × × ○
△

データ開示なし

◎ ◎ ○ ◎

瓦屋根(施工後6ヶ月経過)  石灰岩 コンクリート テント地

殺菌力 消臭力 耐水性 抗ウィルス 耐久性

アルコール消毒

次亜塩素酸系消毒

一般的な光触媒

セルフ
クリーニング 防

カビ 耐水性 耐候性

一般外装塗料

超低汚染塗料

一般的な光触媒塗料

○



標準施工仕様書

性能試験成績表

※上記の数値は、施工方法、条件により多少変化する場合があります。

フアブ
｀
リツク類(カーペットやカーテンなど)

エアブローなどで表面を綺麗にする水などで表面を綺麗にする

爾吻赳爾圏

短毛4mm□―ラーで
均―も塗布

(HVLP)スプレーガンで
極力均―に塗布

30～ 50g/雨

PfSコート(スーパー光触媒 )

既調合

1回塗りが基本

・養生は手で触つて乾燥を確認後、撤去してください。
・施工後30分は、触れないでください。

触手乾燥

内外装に一般的に適応出来ます。
注)家具及びゴム系素材については、ご相談ください。

PfSコ ートの性能

分解活性指数5nmol< 分解活性指数R=7.2nmol

● 基準なし 赤道直下のブルネイで水平曝露7年以上なし

アセトアルデヒド除去量QA
=0.17μmol<

アセトアルデヒド除去量QA=9.21 μmol

窒素酸化物除去量QNOx
=0.50μ mo[<

窒素酸化物除去量QNOx=1.84μ mol

基準なし
アスペルギルスニガー (黒かび).>抗かび活性値3.2
ぺニシリウムピノヒルム (青かび)>抗かび活性値2.8

抗菌活性値2.0< 自癬菌 (水虫菌)RF― I=4.0

|||||:‐|:'■●

抗ウィルス活性値2.0< インフルエンザウィルスでの抗ウィルス活性値5.2

基準なし 新型コロナウィルスでの抗ウィルス活性値3.0<

1>銅粉が底に沈む傾向がありますので、施工中は絶えずボトルを振つて再攪拌してください。
2>再攪拌がしやすいように、ガラスビーズが入つていますがこれは成分ではありません。
3)厚塗りしすぎると銅粉の褐色が目立ちます。とくに自つぱい下地には試験施工をしてください。
4>施工乾燥後にすぐに親水性は確認できますが、付着力の向上までには数日要します。

地ヽ調整

使用方法

材料

調合 (重量比)

塗回数

乾燥時間

適応下地

機能‐| |■1業界基準

屋外曝露試験

空気浄化
(アセトルデヒド)

防かび性能

殺菌・抗菌性能

抗ウィルス性能
(新型コロナウィルス)



魃 PfSコート施工実績
PfSコートは、2015年から施工を始めホテル・工場 0シヨツピングモール・病院・研究センター
など公共施設を含む様々な実績を積み重ねてきました。その一部をご紹介します。

王宮資料館(ブルネイ)
2017年 3月 /屋根

某マンション(京都府山科)
2022年 6月 /空中梁の外装

エアポートモスク(ブルネイ)
2016年 1月 /屋根と内壁

某マンシヨン(大阪府箕面市)
2020年 2月 /外壁全般

某マンシヨン(大阪府阿倍野市)
2019年 5月 /玄関プロムナード

2020年 12月 15日
大阪教育大学柏原キヤンパスに施工

摯オ ー「
除菌・抗ウィルス光鸞媒椰一ティング

施工証明1書

.こ1、通

PfSコート(スーパ―光触媒)の国立大学への適用例

新型コロナ禍の渦中で、とくに学園内でのクラスター発生を防止するため

昨年末からFPfsコート」が続々と国立大学に採用されています。

文部科学省所管の国有施設での使用に至つた経緯として、以下の3点が

挙げられます。

ll:施工完成検査のチェック、塗膜寿命予測が

スマホ顕微鏡で機敏にできる

日I耐摩耗性に非常に優れたグレード

日 手垢の付着防止になる(良好な親水性)

学生寮を中心にドアハンドル、階段手摺り、スイッチ類を中心に不特定

多数の学生、教職が触れる部位を施工しました。また、既存のコート剤と

違い、消毒用アルコールにも耐性がある事が証明されました。

※施工後、品質説明と責任の所在を明らかにするために施工証明書以外にQRコード

付きの小さいサイズの「施工証明シール」を貼り付ける取り組みも始めました。

|
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籠

時ゆ動③
剛 株式会社C言 来風

光触媒コーテイング(PFSコ ート)施工証明証

某マンシヨン(大阪府高石市)
2021年 11月 /インターロッキング通路



輻 PfSコートについて
斯界&海外での高い評価

笙笙塁 週盆注聾臣L菫菫
薄くて高い透明度で皮膜形成できる光触媒塗料組成物

光触媒塗料組成物およびそれを用いた塗装方法

出願人権 利人 協立技研株式会社、北村 透 発明者   1小 原 英昭、北村 透

平成30年 3月 8日 出願番号   12018-042131

公開番号 特許番号   16539370

法的状態 登録中

(財 )関西文化学術都市推進

機能から2019年に「注目
特許」として光触媒分野で

は唯―紹介されました。

i:‐

代表図 1図面なし)

【請求項 1】

下記式 (1)に示されるモノマー単位を少なくとも含むフッ素
樹脂 (A)と、光触媒粉末 (B)と 、溶剤 (C)とを含み、
成分(B)の 平均粒子径が、2次粒子径として04～ 20μ
mであり、
成分〈A)100質 量部に対して、成分 (3)が 100～ 300質
量部の割合で含有され、

成分 (A)と成分 (B)とが合計で006～ 1質量%の濃度
で含有される、

光触媒塗料組成物。

発明の概要

親水性および耐水性の相反する性質をバランス
よく付与できる光触媒塗料組成物

特徴
本発明の光触媒塗料組成物は、形成される被
膜が高い透明度で良好な外観を有し、厚みが比
較的薄くても十分な光触媒活性を発揮する。さら
に、形成される被膜は、親水性および耐水性の
相反する性質をバランスよく有する。また、本発
明の塗装方法では、煩雑な工程を経ることなく簡
使な工程で、光触媒塗料組成物を基材に塗布で
き、厚みが比較的薄い被膜を基材に形成できる。
光触媒塗料組成物に含まれる成分は、光触媒活
性を有する化合物であれば特に限定されない。
例えば、酸化チタン
鉛、酸化鉄、酸化ジ

{cr,- cr"f (l)

モノマー単位

pttthogens 6J

WO3 Photocatalyst Containing Copper Inactivates SARS-CoV-2
Pango Lineage A and Omicron BA.2 Variant in Visible Light
and in Darkness
i、 osul(eMaも uuia l・ 2′ Ken Mnean」■Kyo"Ha“ wara 3.Yosuke Mori3戸 ol.l KⅢ amural´ Yasunobu Ma● umdol,=

革革1翌導甘警]琴事事撚職I鞘li‖IS…
・

=d●

nh8o Co.L`.1-卜 1705'|ヽ・¨`   ‐                    
・~・ ~'‐ ^¨Кu.

ili1lli‖l鸞IWi∫響itti響
1撫焉:計 3… 1

「金属銅と光触媒を組み

合わせて暗所でも、オミ

クロン変異株に有効」と

明記されています。

Abstra.r: S.r.re acrte rcspuatoN sldrcne.orcnavnus 2 (S^lS,CoV-2) il de .asarire a8enr

oi.o.oElnxs disease 2019, alri.h has bccn a Bbbal phdentc. Snre SAIS-CoV-2 is rransdtted
drouEh .ontaminated srilaces and aerosols, €nvtomertal disinfednrn ir inrpo.tall Lo bto.k &e
spread of tle vtus Phoio.adysts d. ath!.dre tuoTs Io. viru nucdvalioraM arewid.ly $ed as at
purifiers and coatingmaterials. Howeecr, pldo.nralysts arc hactiv€ nl 6e dark, ard sour of th.fr
ned tobe excitcd ldth [gltof a specifi. wareleryth. fterefore, photocaLJy$s fiar.aneffective]y
ind.dlat. SAIIS CoV 2 in nrdoor cnvironments are need€d. Herc, r,e snoq, rhat i WOr phoreahlyst
.ontainbgcoppetina.tiwated tleSAR$CoV-2M-521 shah (Pango lin.a8eA) upotritradiatior
q,ilh wLnre [Elr h a Ume- a.d con.dhaton detenderr ha.ffr. lddilioMny Ulis photo.alalFt
also jnrcfiyated SAIIS{oV-2 in dnrl .oditi ons due to the antiviral cfi.d ol .opper ludrcrmore,
thisfhotocatdystnu.drarednot orLy theWK-521 shahblralsorheOmicrcf larianrBA2. These

r.srl6 i.dicate that 6eWOr l,hoto.atalyst co.tainingcopper.ilhactivareindoorSAR9CoV,2
regardess ol th. uria nt, in visibl€ li6hl or darhcss, maling il an efiecd\.e tool for .ontr.lhg th.
spread of SARS CoE.

Ke)a{otds: SARS-Co\.2 nucdl,ation; lango llneag€ A; Odioonrarianl Bl.2; [O: ph.ro.atalyst]
dnre dependency; dos€-d.!cndo{y,.opper based dtinfe.don; enlironnenbL dhnrtecdor

に図棗霧甲

Serere a.!n: respjrdnyv lvndrcnecorcnaljrus 2 (-cARS Co!2) is the causaiivc aScnt
oi.oronarirus diseiie 21119 (a'OViD 19), rrlil.h has had an !nFre.ed€nted lmpa.t on
nrodcrnlunui.l!ilization llindresultedlnmorethan6.3millnfdeatlsgbb.llvisoi
eaill]ut1e2022 D.splteth€de!elopmenLoldNtsddva.rlaes,therltrrrheroihl€cted
peoplc.ontin!.s to hd'ea.e. Although the ninsnilssionrolte o{SARgCo\r2 is sdLI bcing
debiied, ii E g.ncrallr b.Ieved to be ha,,snrillell ttuough the nl$orhe rolte, su.iace
(ortanin.dor, ind lcc.Loral trallsilissnn [2]. Thus, thc ina.tl.ation.f the riNs in th.
air rnd on suil;ccs is .ssenlial i.r onto)ling its hansrnission. 1n additbn, *e gen.ne of
SARS CoL2has,nuhred raprdly and ler.ral !a.ianb an'tpoiled. Nlurations h the vi.us

4,ア ,               SARS―COV-2 can be lnacivated by Photocatal、 ′sts i31.heat[4]′ unraviott(UV)]i3h[● ′61

業務用機械、電気機械、陸上輸送機械、海・空等輸送機械、建設・土木

2022年に講習衛生分野で学術的に
評価の高いPathogens誌 (スイス、
バ=ゼル)に論文が掲載されました。

オミクロン変異株への高い抑制効果

が確認できたという内容です。

東京大学感染症化学制御チームとの

共同研究です。
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>光触媒アノード反応

H20→ 2H++1/202+2e

>光触媒カソード反応

+ 2H十 + 2e・)20H

ノ
ロ`

しU
2+ +20H

この化学式
ブbミ

PfSコート施工例

机や椅子、手すりなどに塗布することで集団感染の予防に

マンションやビルの外壁に

塗布することで寿命が長持ち

お風呂や水まわりなどは

防臭・カビの発生を抑えます
衛星面での評価が高いので工場など
でも使用いただいております

■
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会社概要
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颯
巡
鰈
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設  立
資 本 金

株式会社 C丁来風

(CT kuphuiCo.Ltd.)
〒595-0055大阪府泉大津市なぎさ町6番¬号
きららセンタービル6F
丁EL:0725-32-2622//FA〉 (:0725-22-0575

2011年3月 3日
1000万円

・光触媒を含む特殊塗料の開発・販売

・光触媒施工。工事

・コンクリート構造物の劣化診断

・コンクリート構造物の各種再生工事

・防水・防食塗装システムの開発

▼

業務内容


